
兵庫県河川整備課 
 

県管理の治水ダムの取り組み 

 

１ 経緯 

ダムによる洪水調節は、下流域の全河川にわたって水位を低下させ、堤防

の決壊リスクを低減するとともに、内水被害や支川のバックウォーターの影

響を軽減するなど有効な治水対策である。 

近年の集中豪雨の発生頻度の増加に対応するため、既存ダムを活用した事

前放流と洪水調節容量増大等のダム再生による洪水調節機能の強化は、下流

域の治水安全度の早期の向上に有効である。 

県としてはこれまでから既存ダムの活用を積極的に進めているが、気候変

動の影響等により今後も施設規模を上回る異常洪水が頻発することが懸念さ

れるため、さらに効果的なダムの操作や有効活用の方策に取り組んでいる。 

 

２ 事前放流 

（１）事前放流の取り組み 別紙 1 

平成 16 年や平成 21 年等の豪雨等を踏まえ、県では全国に先駆けて事前放

流に取り組んでいる。 

武庫川流域の総合的な治水対策に位置付けるため、平成 21 年度から青野ダ

ム（三田市）で、平成 23 年度に異常洪水時防災操作を実施したことを踏まえ、

平成 25 年度から生野ダム（朝来市）と引原ダム（宍粟市）で事前放流が可能

となる運用を開始している。 

・二級河川武庫川水系 青野ダム（三田市）平成 21 年～  20 万 m3 

・二級河川市川水系  生野ダム（朝来市）平成 25 年～ 242 万 m3 

・一級河川揖保川水系 引原ダム（宍粟市）平成 25 年～ 244 万 m3 

 

（２）更なる事前放流の実施拡大 別紙 2 

更なる事前放流を図るため県では、国の「既存ダムの洪水調節機能強化に向

けた基本方針」と合わせ、21 ダムの事前放流等の実施拡大を図る。 

①ダムの既設放流設備、利水容量等から事前放流に要する時間等を整理し、

事前放流の可能性について検討。（３月迄） 

②可能性のあるダムについて、利水者と協議を実施。（３月下旬～） 

③利水者との協議が整ったダムについて効果量を整理、事前放流要領を策

定。（５月中旬～）。 
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３ 国土交通省の動き 別紙 3 

平成 29 年６月、既設ダムを有効活用する「ダム再生」を加速する方策を示す

「ダム再生ビジョン」を策定した。本ビジョンでは、ダムの長寿命化、施設能力

の最大発揮のための柔軟で信頼性のある運用、高機能化のための施設改良など

の既設ダムの有効活用を加速するための方策をとりまとめた。 

  

４ 兵庫県の取り組み 

 ダム堤体のかさ上げで洪水調節容量の増大を図る「ダム再生」について、実施

に係る費用が国庫補助対象となることから、県として積極的に進めている。特に、

県下主要河川の上流に位置するゲートダム３箇所について、事業化に向けて取

り組んでいる。 

 

（１）引原ダム 別紙 4 

引原ダム（宍粟市）では、平成 30 年７月豪雨時の異常洪水時防災操作の実

施を契機に、洪水調節容量を増大するために、今年度から堤体かさ上げや放流

設備の新設等を行うダム再生事業に着手し、約 240 万 m3 を確保する予定であ

る。 

 

（２）その他のゲートダム【青野ダム（三田市）、生野ダム（朝来市）】 

地球温暖化等に伴う気候変動により、豪雨災害が激甚化・頻発化しており、

治水安全度の向上が急務であることから、ゲートダム２箇所について、流域の

課題を整理し、堤体の嵩上げ等、洪水調節容量増大に向けた最適な対策の検討

を進めている。 

 

（参考）県における利水ダムによる治水対策の取り組み 

千苅ダムの治水活用 別紙 5 

二級河川武庫川水系は、氾濫区域内人口約110万人を抱える重要な水系で、

二級河川としては全国一の規模を有する。県では、昭和 58 年 9 月の台風 10 号

を契機に、昭和 62 年から治水事業に取り組んでおり、平成 21 年 3 月に河川

整備基本方針、平成23年８月に河川整備計画を策定した。河川整備計画では、

昭和 36 年６月の戦後最大洪水を安全に流下させるため、令和 12 年を目標年

次として河道対策や流域対策に取り組んでいる。 

対策が完成するまでに時間を要し、記録的な大雨も多発しているため、それ

までの間の治水安全性を少しでも向上させる付加的な対策として、武庫川流

域の神戸市水道局の千苅ダム（水道専用）で、神戸市の協力を得ながら治水活

用に取り組んでいる。洪水期の７月から９月までの間約 100 万 m3 の容量を確

保するために、今年度から県が放流設備を整備し、令和４年６月の試行運用開

始を目指している。また、水量が回復しない等給水に支障が生じた場合に備え、

企業庁送水管との接続工事等も実施している。 
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事前放流の取り組み (青野ダム・生野ダム・引原ダム) 

 

 

青野ダム事前放流実績11回 

① H22.5.24 4：25～5：30     ② H23.5.11 18：00～22：00  ③ H23.5.29 5：32～6：13  

④ H23.7.19 15：42～16：39   ⑤ H23.9.3 6：35～8：38      ⑥ H26.8.9 21：30～23：39 

⑦ H29.10.22 5：05～8：08    ⑧ H30.4.24 22：51～23：40   ⑨ H30.7.5 8：40～9：30 

⑩ H30.9.9 19：00～20：03    ⑪ H30.9.30 13：50～14：35 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生野ダム事前放流実績2回 ① H25.9.15 9:00～17:00 ② H30.7.4 23:00～H30.7.5 12:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引原ダム事前放流実績2回 ① H30.7.4 2：30～H30.7.5 17：57 ② H30.7.6 9:00～16：30 

 

 

 

 

 

 

 

期別

事前放流

貯水池容量
配分図

　　　堤体 　　　堤体 　　　堤体

                 洪水調節容量２４０万m3                   洪水調節容量３２０万m3

＋ 事前放流容量 241.8万m
3

241.8万m3 241.8万ｍ３

洪水期（１）　［6/1～8/9］ 洪水期（２）　［8/10～10/31］

洪水調節容量３２０万m3( 予備放流容量８０万m3）

生野ダム

洪水調節
容量 ＋ 事前放流容量 241.8万m

3
＋ 事前放流容量 321.8万m

3

非洪水期　［11/1～5/31］

321.8万ｍ３

予備放流容量８０万m3

事前放流容量241.8万m3

洪水調節容量３２０万m3

利水容量１，４６０万m3

洪水調節容量３２０万m3

事前放流容量241.8万m3

利水容量１，３８０万m3

洪水調節容量２４０万m3

事前放流容量321.8万m
3

利水容量１，４６０万m3

EL.389.1m

EL.388.0m

EL.384.5m

EL.388.0m

EL.384.5m

EL.389.1m

EL.384.5m

【生野ダム】H25年6月から運用開始 

期別

事前放流

貯水池容量
配分図

　　　堤体 　　　堤体 　　　堤体

＋ 事前放流容量475.8万m3

洪水調節容量476.1万m
3　

( 予備放流容量316.1万m
3
） 洪水調節容量５６５万m

3
( 予備放流容量318万m

3
） 洪水調節容量３３３万m

3
( 予備放流容量174万m

3
）

洪水期（１）［6/1～6/30］［10/1～10/31］ 洪水期（２）　［7/1～9/30］

＋ 事前放流容量 243.8万m3

引原ダム

洪水調節
容量 ＋ 事前放流容量332.7万m3

非洪水期　［11/1～5/31］

475.8万ｍ３332.7万m3 243.8万ｍ３

予備放流容量316.1万m
3

事前放流容量332.7万m3

洪水調節容量476.1万m
3

利水容量１，６８０万m
3

洪水調節容量５６５万m3

事前放流容量243.8万m
3

利水容量１，５９３万m
3

洪水調節容量３３３万m
3

事前放流容量475.8万m3

利水容量１，６８０万m
3

予備放流容量318万m
3

予備放流容量173万m3

EL.472.0m

EL.468.3m

EL.464.0m

EL.471.0m

EL.467.2m

EL.464.0m

EL.472.0m

EL.470.0m

EL.464.0m

【引原ダム】H25年6月から運用開始 

 

別紙1 

 

貯 水 池 容 量
配 分 図

　　　堤体 　　　堤体 　　　堤体

効 果 量 ２２０m 3/s
〔甲 武 橋 基 準 点 〕

２２０m 3/s
〔甲 武 橋 基 準 点 〕

２６０m3/s　（＋ 40m 3/s）
〔甲 武 橋 基 準 点 〕

段 階
事 前 放 流 の 試 行 予 備 放 流 容 量 の 拡 大

③ 事 前 放 流 容 量 40万 m 3を予 備 放 流 に 変 更① 事 前 放 流 容 量 20万 m 3（現 在 試 行 中 ） ② 事 前 放 流 容 量 を40万 m 3に 拡 大

洪 水 調 節
容 量

洪 水 調 節 容 量 ５６０万 m
3

洪 水 調 節 容 量 ５６０万 m
3

洪 水 調 節 容 量 ６００万 m
3

　( 予 備 放 流 容 量 ８０万 m
3
） 　 ( 予 備 放 流 容 量  ８０万 m

3
） 　（ 予 備 放 流 容 量  １２ ０ 万 m

3
）

＋  事 前 放 流 容 量  ２ ０ 万 m
3

＋  事 前 放 流 容 量  ４０ 万 m
3

予 備 放 流 容 量 ８０万 m 3

事 前 放 流 容 量 ２０万 m
3

洪 水 調 節 容 量 ５６０万 m
3

利 水 容 量 ９３０万 m
3

洪 水 調 節 容 量 ５６０万 m
3

予 備 放 流 容 量 ８０万 m 3

事 前 放 流 容 量 ４０万 m
3

利 水 容 量 ９３０万 m 3

洪 水 調 節 容 量 ６００万 m
3

予 備 放 流 容 量 １２０万 m
3

利 水 容 量 ９３０万 m 3

【青野ダム】H21年2月から運用開始 
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率

的
か

つ
高

度
な

ダ
ム

機
能

の
維

持
、

治
水

・
利

水
・環

境
機

能
の

回
復

・向
上

、
地

域
振

興
へ

の
寄

与
な

ど
、

既
設

ダ
ム

を
有

効
活

用
す

る
「
ダ

ム
再

生
」を

推
進

す
る

。

＜
柔

軟
な

運
用

の
事

例
＞

・
洪

水
発

生
前

に
、

利
水

容
量

の
一

部
を

事
前

に
放

流
し

、
洪

水
調

節
に

活
用

。

事
前

に
放

流
洪

水
調

節

○
既

設
ダ

ム
を

有
効

活
用

す
る

ダ
ム

再
生

の
取

組
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

の
方

策
を

示
す

「
ダ

ム
再

生
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

。
○

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

に
あ

た
っ

て
、

有
識

者
か

ら
な

る
「
ダ

ム
再

生
ビ

ジ
ョ

ン
検

討
会

」
（
委

員
長

：
角

哲
也

京
都

大
学

教
授

）
を

開
催

。
※

平
成

２
９

年
１

月
２

５
日

に
発

足
し

、
５

月
ま

で
に

公
開

で
３

回
開

催
。

検
討

の
過

程
に

お
い

て
、

関
係

機
関

か
ら

意
見

を
聴

取
。

「
ダ

ム
再

生
ビ

ジ
ョ

ン
」
の

策
定

（
平

成
2
9
年

6
月

2
7
日

策
定

）

＜
鶴

田
ダ

ム
再

開
発

事
業

で
の

新
技

術
（
浮

体
式

仮
締

切
）
＞

ダ
ム

を
運

用
し

な
が

ら
ド

ラ
イ

空
間

を
確

保
す

る
た

め
、

鋼
製

の
仮

締
切

設
備

を
台

座
を

造
ら

ず
に

貯
水

池
に

浮
か

せ
な

が
ら

、
一

括
設

置
す

る
工

法
。

大
水

深
で

の
大

口
径

の
堤

体
掘

削
、

レ
ー

ダ
ー

雨
量

計
の

高
性

能
化

な
ど

、
既

存
ダ

ム
の

有
効

活
用

を
支

え
る

各
種

技
術

が
進

展
。

※
幾

春
別

川
総

合
開

発
事

業

＜
施

設
改

良
の

事
例

＞

増
加

分
［
堤

体
の

か
さ

上
げ

］

少
し

の
堤

体
の

か
さ

上
げ

に
よ

り
、

ダ
ム

の
貯

水
能

力
を

大
き

く
増

大

「
ダ
ム
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
概
要

別
紙

3
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○
既

設
ダ

ム
を

有
効

活
用

す
る

ダ
ム

再
生

は
、

堤
体

の
わ

ず
か

な
か

さ
上

げ
で

貯
水

容
量

を
大

き
く
増

加
す

る
こ

と
や

、
短

い
期

間
で

経
済

的
に

完
成

さ
せ

、
早

期
に

効
果

を
発

揮
す

る
な

ど
の

特
徴

を
有

し
、

効
果

的
。

•堆
砂

対
策

や
最

新
技

術
の

導
入

等
に

よ
り

、
施

設
の

長
寿

命
化

や
治

水
・
利

水
機

能
の

回
復

・
向

上
が

ダ
ム

を
運

用
し

な
が

ら
で

も
可

能

•利
水

容
量

を
洪

水
調

節
に

活
用

す
る

な
ど

、
運

用
改

善
だ

け
で

新
た

な
効

果
を

発
揮

•堤
体

の
わ

ず
か

な
か

さ
上

げ
で

貯
水

容
量

を
大

き
く
増

加
す

る
こ

と
が

可
能

•新
た

な
水

没
地

を
生

じ
さ

せ
ず

に
機

能
向

上
を

図
る

な
ど

、
水

没
地

等
の

社
会

的
コ

ス
ト

や
環

境
負

荷
を

抑
制

洪
水

発
生

前
に

、
利

水
容

量
の

一
部

を
事

前
に

放
流

し
、

洪
水

調
節

に
活

用

堤
体

を
少

し
か

さ
上

げ
（
約

２
割

増
）
す

る
こ

と
で

、
ダ

ム
の

総
貯

水
容

量
は

約
６

割
増

加
。

•短
い

期
間

で
経

済
的

に
完

成
さ

せ
、

早
期

に
効

果
を

発
揮

＜
利

水
容

量
の

洪
水

調
節

へ
の

利
用

＞

事
前

に
放

流

洪
水

調
節

＜
鹿

野
川

ダ
ム

改
造

＞
＜

鶴
田

ダ
ム

再
開

発
＞

ダ
ム

を
運

用
し

な
が

ら
、

施
設

を
改

良

＜
鶴

田
ダ

ム
再

開
発

＞

平
成

18
年

の
水

害
を

受
け

、
再

開
発

事
業

に
着

手
し

、
10

年
で

効
果

を
発

揮

［
放

流
設

備
の

増
設

］
死

水
容

量
等

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
洪

水
調

節
容

量
等

を
増

大

水
深
約
3
0ｍ

の
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
呑
口
部
工
事

鹿
野

川
ダ

ム

＜
新

桂
沢

ダ
ム

＞

総
貯

水
容

量
：
６

割
増

堤
高

：
２

割
増
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事
業

箇
所

：
宍

粟
市

波
賀

町
日

ノ
原

総
事

業
費

：
2
00

億
円

(内
用

地
補

償
費

2億
円

)
事

業
期

間
：
R

2年
度

～
R

11
年

度
①

堤
体

嵩
上

げ
（
2ｍ

）
②

放
流

設
備

新
設

（
コ

ン
ジ

ッ
ト

ゲ
ー

ト
直

径
3.

0
ｍ

）
③

放
流

設
備

改
造

※
（ク

レ
ス

ト
ゲ

ー
ト

6
.5

ｍ
×

11
.0

ｍ
×

2
門

）
※

嵩
上

げ
に

伴
う

規
模

拡
大

及
び

更
新

④
国

道
付

替
（
3
00

ｍ
）
、

管
理

用
道

路
付

替
（1

00
ｍ

）
⑤

管
理

所
移

設

死
水

容
量

 1
5
0
万

 

堆
砂

容
量

 2
0
5
万

 

利
水

容
量

1
,2

7
5
万

 

治
水

容
量

2
4
7
万

 

治
水

容
量

3
3
7
万

 

堆
砂

容
量

 2
0
5
万

 

予
備

放
流

3
1
8
万

 
予

備
放

流
3
1
8
万

 

死
水

容
量

 1
5
0
万

 

利
水

容
量

1
,2

7
5
万

 

ゲ
ー

ト
操

作

放
流

設
備

改
造

（
ク

レ
ス

ト
ゲ

ー
ト
）

放
流

設
備

新
設

（
コ

ン
ジ

ッ
ト

ゲ
ー

ト
）

放
流

能
力

増
強

現
在

計
画

堤
体

嵩
上

げ
（２

ｍ
）

5
6
5
万

 
8
0
5
万

 

(＋
2
4
0
万

 
増

）

9
0
万

 
増

1
5
0
万

 
増

死
水

容
量

分
を

予
備

放
流

に
活

用

予
備

放
流

一
級

河
川

揖
保

川
水

系
引

原
川

引
原

ダ
ム

再
生

事
業

事
業

概
要

ダ
ム

の
貯

水
容

量
の

拡
大

や
放

流
設

備
増

強
等

、
既

設
ダ

ム
を

有
効

活
用

す
る

「ダ
ム

再
生

」に
よ

り
、

更
な

る
治

水
安

全
度

の
向

上
に

取
り

組
み

、
揖

保
川

流
域

に
お

け
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
。

目
的

位
置

図

位
置

：
宍

粟
市

波
賀

町
日

ノ
原

完
成

：
S
3
3
年

3月
（建

設
後

約
60

年
経

過
）

目
的

：
洪

水
調

節
、

か
ん

が
い

、
工

業
用

水
、

発
電

形
式

：
重

力
式

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ダ
ム

堤
高

：
6
6
ｍ

、
堤

頂
長

：1
84

.4
ｍ

、
堤

体
積

：
18

0
千

m
3

総
貯

水
容

量
：
2
1,

9
50

千
m

3
、

有
効

貯
水

容
量

：1
8
,4

00
千

m
3

引
原

ダ
ム

概
要

龍
野
地
点

①
堤

体
嵩

上
げ

④
国

道
付

替
④

管
理

用
道

路
付

替

②
放

流
設

備
新

設
（
コ

ン
ジ

ッ
ト

ゲ
ー

ト
）

⑤
管

理
所

移
設

③
放

流
設

備
改

造
(ク

レ
ス

ト
ゲ

ー
ト

)

＜
ダ

ム
再

生
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
容

量
配

分
図

＞

引
原

ダ
ム

事
業

箇
所

上
野
地
点

三
軒
家
地
点

龍
野
地
点

別
紙

4
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①
揖

保
川

流
域

に
お

け
る

浸
水

被
害

を
軽

減
■

浸
水

解
消

世
帯

数
：
4
9
6
世

帯
■

床
上

浸
水

解
消

世
帯

数
：
4
5
5
世

帯
■

浸
水

面
積

：
約

1
0
0
h
aの

解
消

②
下

流
河

川
の

流
量

軽
減

：
約

1
0
0
m

3
/
s

■
引

原
川

上
野

地
点

（
宍

粟
市

波
賀

町
）

：
約

3
0
c
m

水
位

低
下

■
揖

保
川

三
軒

家
地

点
（
宍

粟
市

一
宮

町
）

：
約

1
0
c
m

水
位

低
下

■
揖

保
川

龍
野

地
点

（
た

つ
の

市
龍

野
町

）
：

約
1
0
c
m

水
位

低
下

①
揖

保
川

流
域

で
は

、
過

去
(S

5
1年

、
H

2
1年

等
)に

洪
水

被
害

が
発

生
し

て
お

り
、

抜
本

的
な

治
水

対
策

が
必

要
。

②
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

で
は

、
上

流
引

原
川

で
非

常
に

危
険

な
状

況
で

あ
り

、
引

原
川

の
対

策
が

必
要

。
③

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
は

、
近

年
の

豪
雨

の
頻

発
・
激

甚
化

か
ら

、
供

用
開

始
後

60
年

間
で

直
近

2回
（H

2
3.

9
、

H
3
0.

7
）
実

施
し

て
お

り
、

整
備

の
優

先
度

は
高

い
。

④
河

川
整

備
計

画
に

基
づ

き
下

流
か

ら
順

次
整

備
を

進
め

て
い

る
が

、
上

流
引

原
川

の
整

備
を

含
め

完
了

に
は

時
間

を
要

す
る

た
め

、
早

期
に

治
水

効
果

が
期

待
で

き
る

対
策

が
必

要
。

⑤
既

存
の

ダ
ム

を
有

効
活

用
す

る
こ

と
で

、
早

期
に

効
果

が
発

現
で

き
る

。

事
業

の
必

要
性

・
優

先
性

引
原

川
被

災
状

況
（
宍

粟
市

安
積

町
）

H
2
1
年

8
月

台
風

第
9
号

事
業

効
果

H
3
0
年

7
月

豪
雨

の
状

況

①
引

原
ダ

ム
地

点
に

お
い

て
、

累
計

雨
量

(7
/
3
～

7
/7

)が
53

3
m

m
と

な
っ

た
。

②
引

原
ダ

ム
で

は
最

大
流

入
量

約
28

5m
3
/
s

を
ほ

ぼ
全

量
カ

ッ
ト

し
約

7
83

万
m

3
を

ダ
ム

で
貯

留
。

③
利

水
者

と
調

整
の

う
え

、
約

1
30

万
m

3
の

事
前

放
流

を
実

施
し

た
も

の
の

、
供

用
開

始
後

6
0
年

間
で

2
回

目
(前

回
H

2
3
.9

)と
な

る
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

に
至

っ
た

。
④

引
原

川
と

揖
保

川
の

合
流

点
付

近
の

三
軒

家
地

点
（
宍

粟
市

一
宮

町
）
で

は
氾

濫
危

険
水

位
を

超
過

し
、

引
原

川
の

上
野

地
点

（宍
粟

市
波

賀
町

）
で

も
、

堤
防

天
端

高
に

せ
ま

り
、

非
常

に
危

険
な

状
況

で
あ

っ
た

。

引
原

川
の

状
況

（
宍

粟
市

波
賀

町
上

野
地

点
）

左
岸

堤
防

高
付

近
ま

で
水

位
が

上
昇

揖
保

川
合

流
点

付
近

の
状

況
（
三

軒
家

地
点

）
右

岸
堤

防
高

付
近

ま
で

水
位

が
上

昇

年
月

台
風

名
揖

保
川

流
域

の
洪

水
被

害
状

況

S5
1年

9月
台
風

第
17

号
浸

水
面

積
 2

78
2h

a、
床

上
浸

水
 1

45
7戸

、
床

下
浸
水

 1
57

7戸

H2
1年

8月
台
風

第
9号

浸
水
面

積
 2

92
ha

、
床

上
浸

水
 1

20
戸

、
床

下
浸

水
 4

08
戸

主
な

洪
水

被
害
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事
業
箇
所

位
置

図

河
川

事
業

（
総

合
治

水
対

策
）

（
二

）
武

庫
川

水
系

羽
束

川
千

苅
ダ

ム
治

水
活

用
事

業

千
苅

ダ
ム

計
画

基
準

点
→

甲
武

橋
副

堤

本
堤

治
水

活
用

（
現

状
）

（
治

水
活

用
）

事
業

箇
所

：
神

戸
市

北
区

道
場

町
総

事
業

費
：
2
3
億

円
（
内

補
償

工
事

費
：
4
億

円
）

事
業

期
間

：
平

成
3
0
年

～
令

和
4
年

度
事

業
概

要
(1

) 
貯

水
位

低
下

用
の

放
流

設
備

を
設

置
①

表
層

放
流

設
備

二
段

式
ゲ

ー
ト

：
１

門
（
幅

4
m

×
高

さ
2
.5

ｍ
）

②
底

層
放

流
設

備
放

流
管

：
１

基
（
φ

5
0
0
㎜

）
(2

) 
補

償
工

事
企

業
庁

三
田

西
宮

連
絡

管
か

ら
神

戸
市

水
道

管
へ

分
岐

す
る

接
続

管
設

置

事
業

概
要

▽
常
時
満
水
位

▽
洪

水
期

制
限

水
位

（6
月

～
10

月
）

本
堤

副
堤

１
．

５
ｍ

水
位

低
下

▽
設
計
洪
水
位

▽
常

時
満

水
位

▽
洪

水
期

制
限

水
位

（6
月

～
10

月
）

１
ｍ

水
位

低
下

・
貯

水
容

量
10

0万
ｍ

3

・
水

位
低

下
運

用
期

間

3ヶ
月

(7
月

～
9月

)
本

堤

副
堤

▽
設

計
洪
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